
京
極
為
兼
の
人
間
像

一
鎌
倉
後
期
歌
壇
に
お
け
る
生
の
軌
跡
を
中
心
に
一

池

田

富

蔵
，

は
 
し
 
が
 
き

 
京
極
為
兼
は
鎌
倉
後
期
の
歌
壇
転
換
期
に
お
け
る
罵
れ
た
革
新
歌
人
で
鋭
い

歌
論
家
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
一
方
に
お
い
て
は
ま
た
こ
の
動
乱
期
に

生
き
辣
腕
を
奮
っ
た
政
治
家
で
も
あ
っ
た
。
 
皇
統
と
し
て
は
持
明
院
統
に
属

し
、
歌
学
と
し
て
は
京
極
派
を
統
帥
し
た
有
力
な
官
僚
貴
族
で
あ
り
、
大
覚
寺
統

の
二
条
派
に
対
立
し
た
。
本
稿
で
は
歌
人
、
歌
論
家
と
し
て
の
為
兼
は
別
に
ゆ

ず
り
、
為
兼
生
涯
七
十
九
年
間
の
政
治
的
背
景
と
そ
れ
と
か
か
わ
り
を
持
つ
歌

壇
的
状
況
を
主
と
し
て
二
条
派
と
の
対
立
を
中
心
に
そ
の
生
涯
を
青
少
年
期
、

壮
年
期
、
老
年
期
の
三
期
に
大
別
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
青
少
年
期

 
ま
ず
為
兼
の
家
系
と
そ
の
家
族
と
は
尊
卑
分
脈
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。
御
子
左
家
は
為
家
が
残
す
る
と
二
条
、
京
極
、
冷
泉
三
家
が
分
立
す
る
。

（83）

ω
 
家
系
と
家
族
の
系
図

定
 
家
一
三
 
家
11 1 1  L

鱗両三1
正
二
位
大
納
言

 
宇
都
宮
頼
綱
女

1
為
 
世

正
二
位
右
兵
衛
掌
大
納
言

従
二
位
左
中
将
左
兵
衛
督

顕
一
為
 
仲

為
 
兼

正
二
位
権
大
納
言

母
三
善
雅
衡
女

正
和
二
。
十
・
七
出
家
静
覚

 
従
二
位

1
女
子
為
子

 
猶
子

 
正
一
．
一
位
権
大
納
言

-
忠
 
兼

 
後
復
本
流
改
公
蔭
ゴ
晴
見
閑
院
内

 
実
父
実
明
卿

一
面
 
仲

 
猶
子

 
実
父
為
顯

正
二
位
中
納
言
右
衛
門
督

母
安
嘉
門
院
右
衛
門
佐

京
極
為
兼
の
人
間
像
 
i
鎌
倉
後
期
歌
壇
に
お
け
る
生
の
軌
跡
を
中
心
に
一

'



 
父
為
教
は
京
極
家
の
祖
で
あ
り
、
為
氏
と
は
母
を
同
じ
く
し
て
い
る
が
、
二

条
家
と
は
対
立
し
、
為
世
、
為
兼
の
代
に
至
り
一
層
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ

く
。
為
教
は
弘
安
二
年
五
月
廿
四
日
、
五
十
四
才
で
麗
じ
た
。
為
兼
廿
六
才
の

時
で
、
私
は
こ
の
年
を
以
て
為
兼
の
青
年
期
の
終
り
と
設
定
し
た
。
父
為
教
は

特
に
秀
れ
た
歌
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
叙
景
歌
な
ど
に
は
後
の
京
極
派
歌
風
の

，
基
底
が
す
で
に
胚
胎
し
て
い
た
。
為
氏
に
し
て
は
京
極
派
に
対
し
二
条
家
嫡
流

に
線
を
越
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
危
惧
の
念
が
常
に
あ
り
、
弘
安
元
年
2

二
七
八
）
為
氏
撰
の
「
続
拾
遺
和
歌
集
」
に
は
、
為
氏
廿
一
首
、
そ
の
子
為
世

六
首
に
対
し
て
為
教
七
首
、
為
子
三
首
、
為
兼
二
首
、
と
い
う
僅
か
な
入
集
で

あ
っ
た
。
為
教
は
こ
の
時
和
歌
所
に
訴
状
を
出
し
編
集
方
法
を
非
難
し
た
。
為

兼
は
廿
五
才
。
正
四
馬
下
で
土
佐
介
を
兼
ね
、
右
中
将
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

為
世
は
こ
の
訴
状
に
対
し
て
、

 
 
「
続
拾
遺
之
時
、
勝
馬
濫
訴
一
之
間
、
五
箇
月
中
天
亡
乎
。
為
兼
振
当
誓
言
存

 
知
哉
、
否
。
併
所
レ
奉
レ
任
二
山
王
之
神
慮
一
也
」
 
（
延
慶
両
卿
訴
陳
状
）

 
こ
こ
で
言
う
誓
言
と
は
為
教
が
か
つ
て
弘
安
の
頃
今
は
亡
き
亡
父
急
電
の
邸

を
訪
ね
二
条
家
に
対
し
て
別
心
の
無
い
こ
と
を
示
す
た
め
比
叡
山
に
詣
で
た
こ

と
を
指
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
為
教
は
こ
の
誓
約
を
忘
れ
て
い
る
刃
為
兼
は
こ

の
事
を
知
っ
て
炉
る
か
ど
う
か
之
い
う
非
難
で
あ
っ
た
。
為
家
が
隠
居
し
て
い

る
頃
か
ら
細
川
庄
の
笹
有
を
め
ぐ
り
嫡
男
雪
年
と
継
母
阿
仏
尼
（
冷
泉
為
重
の

母
）
と
争
い
、
阿
仏
尼
が
鎌
倉
に
訴
え
の
た
め
下
向
し
た
時
に
は
為
兼
は
慰
め

の
手
紙
、
歌
な
ど
を
送
っ
て
い
る
し
、
二
条
家
の
庶
流
弾
圧
に
対
し
て
京
極
と

冷
泉
と
は
急
速
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
か
、
二
条
・
京
極

の
対
立
は
更
に
政
治
的
に
か
か
わ
り
を
持
ち
、
為
氏
は
大
覚
寺
統
に
為
教
は
持

明
院
統
に
所
属
し
、
御
子
皇
家
の
分
裂
後
は
歌
壇
の
主
導
権
争
い
に
発
展
し
、

伺
時
に
天
皇
家
両
統
の
皇
位
継
承
と
も
結
び
つ
き
、
そ
の
抗
争
の
溝
は
益
ζ
深

く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

 
さ
て
、
次
に
は
家
族
に
た
ち
か
え
っ
て
考
え
て
み
た
い
が
、
こ
の
事
に
つ
い
、

 
 
 
 
0

て
は
既
に
石
田
吉
貞
氏
が
母
、
姉
妹
、
子
と
わ
け
て
詳
細
な
調
査
が
あ
る
の
で

そ
れ
に
従
っ
て
よ
い
。
母
に
．
つ
い
て
は
尊
卑
分
脈
に
「
三
善
雅
趣
女
」
と
あ
る

ほ
か
は
知
ら
れ
な
い
が
、
資
料
と
し
て
は
、
玉
葉
集
」
，
作
者
部
類
、
皇
胤
紹
運

録
な
ぜ
が
あ
る
。
玉
葉
集
巻
十
四
・
雑
歌
H
（
一
八
四
〇
）
に
、

 
，
入
道
前
太
政
大
臣
の
家
に
て
山
路
霞
と
い
ふ
事
を
よ
み
侍
り
け
る

 
跡
遠
き
岨
の
か
げ
道
た
え
だ
え
に
霞
を
つ
た
ふ
春
の
山
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
喜
康
衡
朝
臣
Y

 
と
い
う
一
首
が
あ
り
、
詞
書
の
「
入
道
前
太
政
大
臣
」
と
あ
る
の
ほ
西
園
寺

実
兼
の
こ
と
で
、
そ
こ
の
歌
会
で
詠
じ
た
歌
で
あ
る
。
作
者
部
類
に
は
「
四
位

右
京
大
夫
。
」
修
理
大
夫
三
善
雅
衡
男
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
母
の
兄
弟
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
康
衡
の
女
は
「
皇
胤
紹
吉
野
」
に
ま
る
と
後
深
草
院
の
妃

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
三
善
家
は
、
持
明
院
統
で
あ
り
、
西
園
寺
家
と
縁

故
の
深
い
家
柄
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
西
園
寺
家
と
為
兼
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
人
間
と
し
て
、
ま
た
は
貴
族
官
僚
為
兼
研

究
に
は
重
要
な
事
項
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
こ
こ
で
言
っ
て
お
こ
う
。
分
脈
に
よ

る
と
為
兼
の
あ
と
に
従
二
位
女
子
為
子
と
あ
る
が
、
彼
女
が
為
兼
の
姉
か
妹
か

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
花
園
天
皇
廣
記
正
和
三
年
一

月
廿
四
日
の
条
に
は
「
従
三
位
藤
原
為
子
一
毛
黒
馬
漱
舳
縮
二
道
叙
従
二
位
」
と
あ
り
、

同
元
弘
二
年
三
月
廿
四
の
条
に
は
「
姉
大
納
言
二
品
又
為
和
歌
之
堪
能
、
雷
電

永
福
門
院
、
延
慶
奏
帳
、
典
侍
也
」
と
あ
る
。
石
田
氏
は
誤
写
説
を
出
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
に
 
 
 
 
 
 
 
 
ピ

「
姉
」
と
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
松
田
武
夫
氏
、
次
田
香
澄
氏
も
「
姉
」
説
を
述
べ
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て
い
る
の
で
姉
と
見
た
方
が
正
し
い
と
思
う
。
為
子
ば
伏
見
天
皇
皇
后
永
福
門

院
に
仕
え
、
京
極
脈
女
流
歌
人
と
し
て
永
福
門
院
と
共
に
そ
の
存
在
は
重
く
、

玉
葉
集
編
纂
に
も
協
力
し
、
持
明
院
統
の
女
官
層
を
指
導
し
、
為
兼
の
歌
風
、

歌
論
を
推
進
し
た
力
は
大
き
い
。
為
兼
に
は
為
子
の
ほ
か
に
兄
弟
は
い
な
か
っ

た
。
ま
た
子
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
分
脈
の
通
り
、
詳
解
を
猶
子
と
し

・
た
。
忠
兼
は
正
二
位
権
大
納
言
正
親
町
実
明
の
嫡
男
。
猶
子
に
は
な
っ
た
が
、
m

為
兼
が
再
度
六
波
羅
に
捕
え
ら
れ
た
正
和
四
年
（
為
兼
六
二
才
）
に
は
二
十
才

の
若
さ
で
連
坐
す
る
奇
禍
に
遭
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
赦
免
に
な
り
、
元
徳
二

年
（
＝
二
三
〇
）
三
十
四
才
で
従
三
位
権
中
納
言
に
進
む
。
つ
い
で
こ
の
た
び

 
 
 
 
 
 
 
き
ん
お
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ね
お

は
権
中
納
言
小
倉
公
雄
（
山
階
左
大
臣
実
雄
の
次
男
）
の
猶
子
と
な
っ
た
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ん
か
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㌧

や
が
て
正
親
町
の
実
家
に
復
し
公
民
と
改
善
。
正
二
位
権
大
納
言
に
ま
で
累

進
。
風
雅
集
撰
進
の
時
に
は
寄
人
と
な
り
、
光
嚴
院
が
南
朝
に
捕
え
ら
れ
落
髪

し
た
時
、
み
ず
か
ら
も
出
家
。
為
兼
の
歌
風
を
よ
く
伝
え
た
歌
人
で
あ
っ
た
。

延
文
五
年
（
＝
二
六
〇
）
六
十
四
才
で
残
す
る
。

 
そ
の
ぽ
か
の
猶
子
に
は
為
仲
、
俊
言
、
為
基
、
教
兼
ら
が
い
た
。
為
仲
は
為

兼
の
言
為
教
の
異
母
弟
為
顕
（
源
承
和
歌
口
伝
に
よ
る
と
母
は
内
侍
女
）
の
男

で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
実
家
に
復
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
俊
言
は
為
氏
の
孫

 
（
父
は
忍
言
）
。
為
基
は
虚
言
の
男
。
尊
卑
文
脈
の
累
系
で
示
す
と
、
次
の
よ

、
う
に
な
る
。

為
氏
1 1

為
 
世

 
こ
の
分
脈
に
よ
る
と
為
基
は
二
条
俊
言
の
男
に
な
っ
て
い
る
が
、

に
よ
る
と
俊
言
の
弟
、

 
 
 
 
 
 
正
三
位
 
 
 
 
正
四
位
 
 
 
 
内
大
臣
公
直
公
母

 
，
左
馬
頭
 
 
 
 
 
参
議
内
蔵
頭
 
 
 
内
蔵
頭
 
 
 
 
 
大
納
言
実
伊
卿
室

，
1
為
言
-
俊
言
i
為
基
i
女
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公
卿
補
任

 
 
 
す
な
わ
ち
為
言
の
男
に
な
っ
て
い
る
。
井
上
宗
雄
旧
説

京
極
為
兼
の
人
間
像
 
i
鎌
倉
後
期
歌
壇
に
お
け
る
生
の
軌
跡
を
中
心
に
一

で
は
公
卿
補
任
が
正
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
今
は
そ
れ
に
従
い
た
い
。
為
基
は

二
条
派
出
身
で
あ
る
が
塙
兄
の
俊
言
は
為
兼
と
親
し
く
、
そ
う
レ
た
関
係
か
ら

為
兼
の
猶
子
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
も
義
父
為
兼
の
事
に
坐
し
て

解
官
さ
れ
た
。
教
兼
は
為
相
と
同
腹
の
弟
為
守
の
男
。
冷
泉
家
に
近
い
関
係
で

為
兼
の
猶
子
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
花
園
天
皇
廣
記
元
弘
二
年
三
月
廿
四
日

の
条
に

 
「
今
日
為
基
朝
臣
申
云
、
大
納
言
入
道
泌
猟
鄭
法
去
廿
一
日
亮
之
由
伝
聞
云
々
。

 
（
中
略
）
配
流
之
比
以
和
歌
文
書
九
十
余
話
附
属
於
朕
、
忠
言
教
程
為
基
等
、

 
随
器
量
或
免
一
見
…
…
」

と
あ
り
、
為
兼
の
死
去
を
花
園
天
皇
に
申
し
あ
げ
た
の
も
為
基
で
あ
り
隔
．
猶
子

の
名
を
こ
こ
に
列
ね
て
い
る
。
為
兼
晩
年
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
猶
子
と
な
っ
た

人
々
は
養
父
為
兼
を
忘
れ
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
為
兼
の
没
後
、

は
猶
子
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
四
散
し
て
京
極
家
は
断
絶
の
運
命
に
遭
う
。

 
以
上
私
は
e
青
少
年
期
を
設
定
し
、
ま
ず
家
系
と
家
族
に
つ
き
述
べ
て
き
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
青
少
年
期
に
限
ら
ず
、
そ
の
晩
年
に
つ
い
て
ま
で
か
か

わ
り
を
持
つ
。
こ
れ
は
彼
の
生
涯
．
を
考
え
る
上
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、

順
序
と
し
て
こ
こ
で
一
応
青
少
年
期
を
ま
t
め
て
お
き
た
い
コ
為
兼
の
出
生
は

八
十
九
代
後
深
草
天
皇
（
持
明
院
統
）
の
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
で
十
代
は

亀
山
天
皇
（
大
覚
寺
統
）
、
二
十
代
も
大
覚
寺
統
の
後
宇
多
天
皇
で
あ
っ
た
。

次
に
彼
の
官
歴
と
年
齢
を
中
心
に
他
の
主
要
関
係
者
と
対
比
す
る
と
次
の
表
に

な
る
。
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天
皇
年
号

（三明持）草深後山亀
（寺覚大）

後字（等覚大）一

心
八長

正
＿出一器三

文
永

 
四

 建
元治

 弘
元安二

西
 
 
暦

＝
一
五
六

＝
一
五
八

＝
一
五
九

一
二
六
七

一
二
七
五

一
二
七
八

一
二
七
九
．

年
齢

35614222526

官
 
 
歴

叙
爵

 
（
正
・
七
）

従
五
位
上

（
二
・
廿
七
）

侍
従

（
正
・
廿
一
）

正
五
位
下

 
（
正
・
五
）

従
四
位
上

 
（
正
・
六
）

左
少
将

 
（
十
・
八
）

正
四
位
下

 
（
正
・
六
）

王
土
佐
介

 
（
二
・
八
）

右
中
将

（
四
・
十
一
）

事

項

為
家
出
家

 
 
（
二
・
廿
八
）

主
要
関
係
者
年
齢

為
世

7910

為
家
没

 
（
五
二
）
（
7
8
）

八
月
 
亀
山
院

歌
会
に
出
仕

 
 
（
八
・
十
九
）

九
月
 
元
使
を

斬
る

弘
安
百
首

（
実
兼
・
為
兼

 
出
詠
）

続
拾
遺
集
奏
覧

 
 
（
為
氏
）

（
十
二
・
廿
七
）

父
三
教
没

（
五
・
廿
四
）
（
5
4
）

18262930

西
園
寺

実
兼

 
8101119273031

天伏
皇見

3111415

以
上
、
為
兼
の
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
の
官
歴
、
そ
の
他
関
係
要
項
を

表
示
し
た
。
こ
の
期
は
官
人
と
し
て
も
歌
人
と
し
て
略
い
ず
れ
も
基
礎
時
代
で

あ
り
、
最
も
早
い
歌
と
し
て
は
建
治
二
年
八
月
十
九
日
の
亀
山
殿
初

度
に
列
し
て
い
る
が
、
乙
の
時
の
歌
は
不
明
。
つ
い
で
同
年
九
月
十

三
夜
の
「
亀
山
殿
五
首
歌
合
に
出
仕
。
廿
二
才
の
時
。
同
じ
く
亀
二

院
の
召
し
た
「
弘
安
百
首
」
に
も
出
仕
。
弘
安
元
年
、
（
＝
一
七
八
）

廿
五
才
の
時
で
あ
っ
た
。
為
書
が
続
拾
遣
集
を
奏
覧
し
た
年
で
、
こ

の
申
に
二
首
採
用
さ
れ
為
兼
も
始
め
て
勅
撰
歌
人
に
顔
を
出
し
た
。

 
 
 
題
知
ら
ず

○
忘
れ
ず
よ
霞
の
ま
よ
り
も
る
月
の
ほ
の
か
に
見
て
し
夜
は
の
面
影

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
十
四
・
恋
歌
四
）

 
 
 
百
首
の
歌
奉
り
し
時
．

○
つ
か
へ
こ
し
ょ
よ
の
流
れ
を
思
ふ
に
も
我
身
に
た
の
む
関
の
藤
河

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
十
六
・
雑
歌
上
）

 
二
首
と
も
ど
こ
と
な
く
定
家
的
呼
野
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
特
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

二
首
目
の
歌
に
は
既
に
石
田
吉
貞
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
定
家
の

「
藤
川
百
首
」
 
（
承
久
三
年
（
一
，
二
二
一
・
六
十
才
）
へ
の
回
想
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
五
十
余
年
前
の
三
十
定
家
の
面
影
が
消
え
な
い

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
「
亀
山
院
百
首
」
に
出
回
し
、
勅
撰
集
に

採
用
さ
れ
た
歌
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

○
立
ち
帰
り
又
き
さ
ら
ぎ
の
空
さ
え
て
天
ぎ
る
雪
に
か
す
む
山
の
端

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
新
拾
遺
集
・
巻
一
・
二
上
）

○
荒
れ
果
て
し
志
賀
の
故
郷
来
て
見
れ
ば
春
こ
そ
花
の
都
な
り
け
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
全
・
一
二
・
一
下
）

○
山
桜
は
や
咲
き
に
け
り
葛
城
や
か
す
み
を
か
け
て
匂
ふ
は
る
か
ぜ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
新
後
撰
集
・
巻
一
・
春
雲
）
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0
い
か
様
に
身
を
尽
し
て
か
難
波
江
に
深
き
思
の
し
る
し
み
す
べ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
全
・
巻
十
一
・
恋
一
）

 
こ
れ
ら
の
歌
に
は
ま
だ
伝
統
的
和
歌
の
中
に
埋
没
し
て
為
兼
の
本
質
的
な
も

の
は
見
ら
れ
な
い
。

（
二
）
 
壮
 
 
年
 
 
期

「
、

 
壮
年
期
は
為
兼
三
十
才
代
か
ら
五
十
才
代
の
二
十
年
間
に
区
別
し
て
み
た
。

為
兼
の
歌
人
と
し
て
最
も
充
実
し
た
得
意
時
代
と
佐
渡
配
流
の
失
意
時
代
と
が

交
替
す
る
運
命
に
遭
遇
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
持
明
院
統
の
伏
見

天
皇
の
即
位
と
西
園
寺
実
兼
と
い
う
政
治
的
背
景
と
二
条
家
と
の
歌
壇
的
倉
皇

抗
争
と
が
か
ら
み
A
．
つ
た
渦
の
中
に
為
兼
が
身
を
置
い
た
こ
と
 
ω
皇

に
か
か
わ
り
を
持
つ
。
こ
の
周
辺
に
生
き
た
為
兼
の
軌
跡
を
さ

ぐ
っ
て
み
た
い
。
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
ま
ず
、
伏
見
天
皇
・
西
園
寺
実
兼
と
為
兼
と
の
関
係
か
ら
見

て
ゆ
こ
う
。
為
兼
が
壮
年
期
に
入
り
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）

三
十
四
才
の
時
に
久
し
く
待
ち
申
し
だ
持
明
院
統
伏
見
天
皇
が

二
十
四
才
で
即
位
さ
れ
た
ゆ
こ
の
こ
と
は
天
皇
の
歌
の
指
導
者

で
あ
っ
た
為
兼
に
と
っ
て
は
一
陽
来
復
の
好
…
機
を
迎
え
た
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
は
京
極
派
為
．
兼
の
歌
人
と
し
て
の
台
頭
と
い
う

ば
か
り
で
な
く
官
人
と
し
て
の
栄
進
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
翌
年
正
応
元
年
七
月
十
一
旺
に
は
三
十
五
才
に
し

て
一
躍
蔵
人
頭
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
こ
の
年
に
は

永
福
門
院
三
子
が
六
月
に
入
内
、
八
月
立
后
。
永
福
門
院
は
、

太
政
大
臣
西
園
寺
実
兼
の
女
で
あ
り
、
為
兼
は
西
園
家
と
は
関

⑳後
嵯
峨＝

係
深
く
幼
時
よ
り
家
僕
と
し
て
仕
え
て
い
る
。
皇
室
・
西
園
寺
家
・
為
兼
は
三
智

の
形
で
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
西
園

寺
家
と
皇
室
と
は
こ
れ
ま
た
深
い
外
戚
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
次
に
ω
皇
室

と
㈲
西
園
寺
家
と
の
系
図
を
表
示
し
て
お
く
。
ω
と
㈹
を
こ
こ
に
表
示
し
た
の

は
皇
室
と
西
園
寺
家
と
の
外
戚
関
係
を
対
比
し
て
見
る
に
便
利
で
あ
る
た
め
。

、
（
ω
の
○
印
の
数
字
は
天
皇
の
代
。
括
弧
内
は
そ
の
名
。
㈲
の
括
弧
内
は
皇
室

と
の
姻
戚
関
係
を
示
す
）

 
為
兼
は
京
極
家
と
い
う
一
介
の
庶
流
の
出
自
で
あ
り
、
嫡
流
二
条
家
に
圧
倒

さ
れ
た
時
代
が
長
く
続
い
た
。
中
世
変
動
に
際
会
し
た
為
兼
の
生
き
ざ
ま
は
必

ず
し
も
平
坦
な
道
で
は
な
く
歌
道
師
範
家
は
正
嫡
為
世
で
あ
っ
た
。
一
方
政
治

統
 
御
 
系
 
図

大
宮
腰

回
 
子

永
福
門
院

 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
藤
原
経
子

 
 
 
⑳

⊥
騨
後
禮
久
仁
）
，
㈱
見
（
響

 
 
 
玄
輝
門
院

 
 
 
倍
 
 
子
 
 
 
顕
親
門
院
 
 
 
 
 
寧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
季
 
 
子

 
 
 
 
 
 
 
 
西
華
門
院

 
 
 
 
 
 
 
 
恵
 
 
子

 
ル
 
 

一
光
 
嚴

「
．
（
量
仁
）

 1

郵書
9明

 
 
 
 
 
 
 
⑰

後
醍
醐
（
尊
治
）
1
後
村
上
（
義
良
）

京
極
為
兼
の
人
間
像
 
-
鎌
倉
後
期
歌
壇
に
お
け
る
生
の
軌
跡
を
中
心
に
一
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'

レ

（3）

西
園
寺
家
系
図

 
 
 
 
 
 
 
太
政
大
臣

 
 
 
 
 
 
-
実

（
太
政
大
臣
）

公
 
経

号
一
条

口
口
西
園
寺

氏
1
「
公

 
左
大
臣

9
1
実
 
雄
1

 
 
 
（
洞
院
）

太
政
大
．
臣

 
 
三

一
大
宮
院
姑
子
（
後
嵯
峨
院
中
宮
）

 
 
 
 
 
 
（
後
深
草
・
亀
山
生
母
）

1
東
二
条
院
公
子
（
後
深
草
后
）

1
公
 
宗
-
英
子

 
太
政
大
臣

一
公
 
守

太
政
大
臣

実
 
十

号
西
園
寺

入
道
相
国

左
大
臣

公
 
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
算
勘
門
院
嘆
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
亀
山
妃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
後
京
極
院
補
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
後
醍
醐
后
）

（
伏
見
妃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
胆
二
大
臣
 
 
 
 
太
政
大
臣

 
 
 
 
1
-
一
i
レ
ト
実
 
泰
-
公
 
賢

1
京
極
院
倍
子
（
亀
山
后
・
後
宇
多
生
母
）

1
玄
輝
門
院
倍
子
（
後
深
草
妃
・
伏
見
生
母
）

1
顕
親
門
院
季
子
（
伏
見
妃
・
花
園
生
母
）

的
性
格
を
有
し
て
い
た
彼
は
和
歌
を
愛
好
し
た
伏
見
天
皇
に
近
侍
し
、
や
が
て

は
政
治
的
野
望
を
満
た
す
場
を
そ
こ
に
得
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
二
条

家
に
対
す
る
京
極
家
の
台
頭
の
好
機
で
も
あ
っ
た
。
青
少
年
時
代
は
皇
統
に
お

い
て
も
亀
山
、
、
後
宇
多
帝
は
共
に
大
覚
寺
統
で
あ
っ
た
が
、
持
明
院
統
の
伏
見

天
皇
の
即
位
以
後
の
壮
年
期
か
ら
は
官
人
と
し
て
も
順
風
を
得
て
上
昇
し
て
い

っ
た
。
為
兼
が
皇
室
と
の
強
周
な
結
び
つ
き
に
至
っ
た
の
も
実
は
西
園
寺
家
と

の
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
の
こ
と
で
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ

こ
に
は
ま
た
浮
沈
の
運
命
も
あ
っ
た
が
…
。
家
系
で
も
わ
か
る
通
り
西
園
寺
家

 
 
 
 
 
 
 
き
ん
つ
ね

の
祖
は
太
政
大
臣
公
経
で
い
わ
ゆ
る
大
臣
家
で
あ
る
。
そ
の
長
子
実
氏
、
そ

 
 
き
ん
す
け

の
奉
公
相
、
そ
の
子
実
兼
と
三
代
い
ず
れ
も
太
政
大
臣
の
位
置
に
い
た
。
こ

 
権
．
大
納
言
 
 
 
 
権
大
納
言

一
実
 
明
i
一
公
．
蔭

の
う
ち
為
兼
と
最
も
関
係
の
深
か
っ
た
の

は
実
兼
で
あ
る
。
花
園
院
良
記
元
弘
二
年

三
月
廿
四
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

 
「
入
道
大
相
国
盤
兼
自
幼
年
扶
持
之
、

 
大
略
如
家
僕
」

 
と
あ
る
通
り
為
兼
は
幼
少
よ
り
実
兼
に

対
し
て
は
家
僕
の
立
場
に
あ
っ
た
。
こ
の

衡
係
は
父
三
教
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
玉
葉
集
巻
十
八
・
雑
歌
五
に

は 
 
大
納
言
に
侍
り
け
る
三
家
に
十
首
の

 
 
歌
人
々
に
よ
せ
侍
り
け
る
に
大
納
言

 
 
三
位
歌
を
お
く
り
て
侍
り
け
る
を
見

 
 
て
為
教
卿
の
も
と
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

○
和
歌
の
浦
や
か
き
お
く
中
の
藻
屑
に
も
隠
れ
ぬ
玉
の
光
を
ぞ
み
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
入
道
前
太
政
大
臣
）
 
（
注
・
実
兼
の
こ
と
）

 
 
 
 
返
し

○
和
歌
の
浦
に
道
踏
み
迷
ふ
よ
る
の
鶴
こ
の
情
に
そ
ね
は
な
か
れ
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
照
年
右
丘
ハ
衛
…
一
一
為
教
）

の
贈
答
歌
が
あ
る
。
詞
書
に
大
納
言
三
位
と
あ
る
の
は
為
兼
の
姉
為
子
の
こ

と
。
為
子
の
多
く
の
歌
の
中
に
は
秀
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
実
兼
が
一
首
の

'
歌
に
し
て
贈
っ
た
の
に
対
し
量
目
教
が
わ
が
娘
を
頼
む
親
心
を
詠
じ
て
返
し
た

の
で
あ
る
。
た
だ
二
人
し
か
い
な
い
為
兼
、
為
子
の
将
来
を
権
門
大
臣
豊
実
兼
に
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㈹

す
が
ろ
う
と
し
て
い
る
随
従
的
策
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
凶
冷
氏
が
指
摘
し
て

い
る
通
り
で
あ
る
。
実
兼
は
「
関
東
申
次
」
の
重
職
を
持
ち
口
幕
の
間
に
立
ち

政
治
的
辣
腕
を
奮
っ
た
。
花
園
院
哀
記
に
は
「
故
前
太
政
大
臣
回
雪
之
子
也
。

兄
実
康
朝
臣
天
職
三
王
嫡
嗣
、
性
質
朴
少
文
材
、
而
仕
数
代
之
朝
、
閲
天
下
之

義
理
多
 
。
」
（
元
亨
二
年
九
月
十
日
の
条
）
と
あ
る
。
為
兼
と
西
園
寺
全
強

と
は
始
め
か
ら
身
分
の
懸
隔
は
あ
っ
た
が
、
も
と
も
と
御
子
田
家
と
の
関
係
を

み
る
と
姻
戚
に
よ
り
つ
な
が
っ
て
い
る
。
即
ち
定
家
の
妻
は
西
園
寺
公
経
の
姉

で
為
家
の
母
に
あ
た
る
。
定
家
一
門
の
繁
栄
は
西
還
守
家
の
庇
護
に
負
う
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
。
為
家
の
長
子
為
氏
の
代
に
な
る
と
定
家
の
若
い
頃
家
司
と
し

て
仕
え
た
九
条
家
の
方
に
接
近
し
、
京
極
司
教
は
西
園
寺
家
に
近
づ
き
、
実
氏

 
（
実
兼
の
祖
父
）
に
仕
え
、
為
兼
は
三
唱
に
近
侍
し
た
と
い
う
関
係
に
た
つ
。

や
が
て
姉
の
為
子
が
一
一
の
女
運
子
（
永
福
門
院
）
の
伏
見
天
皇
中
宮
に
入
内

 
（
正
応
元
年
八
月
廿
日
）
と
共
に
宮
中
に
入
り
典
侍
と
な
っ
た
の
も
為
兼
が
実

・
三
家
の
家
人
と
い
う
身
近
か
な
関
係
に
あ
っ
た
具
体
的
な
表
わ
れ
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
京
極
派
の
基
盤
は
一
層
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ
く
。
実
兼
は
一
方

で
は
伏
見
天
皇
の
皇
太
子
時
代
の
春
宮
大
夫
（
建
治
三
年
十
一
月
五
日
補
任
）

で
あ
っ
た
関
係
で
伏
見
帝
と
は
特
に
親
し
く
、
為
兼
も
ま
た
伏
見
帝
の
皇
太
子

時
代
か
ら
親
し
く
和
歌
の
指
導
を
申
し
あ
げ
た
間
柄
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
歌

の
ほ
か
鞠
に
つ
い
て
も
抜
群
の
技
量
を
有
し
、
宮
中
の
諸
行
事
に
当
っ
て
は
欠

く
こ
と
が
出
来
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
一
方
そ
の
政
治
的
手
腕
に
つ
い
て
も
伏

見
天
皇
か
ら
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
宮
廷
に
お
け
る
政
治
上
の
問
題
と
し

て
は
大
覚
寺
統
や
関
東
幕
府
と
の
折
衝
な
ど
が
そ
の
主
要
な
任
務
で
あ
り
、
そ

う
し
た
間
に
立
ち
為
兼
は
暗
躍
し
た
。

 
伏
見
天
皇
震
記
正
応
二
年
正
月
十
三
日
の
条
に
、

 
「
為
兼
朝
臣
者
、
本
自
学
無
記
之
志
、
致
忠
勤
之
仁
也
」

 
と
あ
り
、
為
兼
の
忠
勤
ぶ
り
を
称
え
て
い
る
。
為
兼
は
建
治
四
年
廿
五
才
で

正
四
臣
下
、
右
中
将
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
約
十
年
間
は
官
位
の
昇
進
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
伏
見
天
皇
即
位
以
後
は
急
速
に
位
階
も
昇
進
し
、
即
位
の

翌
年
正
応
元
年
に
は
珊
五
才
で
蔵
人
頭
、
同
二
年
に
は
参
議
、
つ
づ
い
て
従
三

位
。
四
十
一
才
で
正
二
位
と
累
進
。
左
に
年
譜
を
作
っ
た
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。
・

天
皇

懸）見伏92

一
年
量
西
累
年
堕
官

歴

事

項

弘
 
安

 
 
十

正
 
応

 
 
元

＝
二
七

＝
一
八
八

3435

蔵
人
頭
（
七
・
十
一
）

伏
見
天
皇
践
柞

．
為
兼
卿
和
歌
抄
こ
の
頃
成
る
か

［
永
福
門
院
害
ど
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
廿
）

主
要
関
係
者
年
齢

三
見
院

2324

永
福
門
院

1718

為
世3839

花
園
院

 実西
39 園
 兼寺

40

、（89）
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一

二

一，

�
ｪ
九

36

参
議
（
三
・
十
三
）
従
三
位
（
四
・
丁
霊
）

西
園
寺
実
兼
内
大
臣
 
 
 
 
 
（
十
一
・
十
八
）

25

19

40

41

三

＝
一
九
〇

37

兼
讃
岐
権
守
（
正
・
十
三
）
兼
右
兵
衛
督
（
六
・
八
）
正
三
位
（
十
二
・
八
）

実
兼
辞
大
将
（
正
・
廿
五
）

26

20

41

42

四

＝
一
九
一

38

権
中
納
言
（
七
・
二
九
）

実
兼
太
政
大
臣
 
 
 
 
 
（
十
二
・
下
五
）

27

21

42

．
4
3

五

＝
一
九
二
．

39

帯
劔
（
六
・
十
四
）
従
二
位
（
七
・
廿
八
）

白
河
殿
五
十
首
歌
合

28

22

43

44

永
幽
仁
 
 
元

一．

�
緕
O

40

為
兼
公
卿
勅
使
と
し
て
伊
勢
参
向
．
（
七
・
八
）

29

23

44

45

二

＝
一
九
四

41

正
二
位
（
正
・
六
）

内
裏
諸
歌
合
に
参
列

30

24

@
 
4
5

46

三

＝
一
九
五

4
2
・

野
守
鏡
成
る
（
九
）

⊥
乃
 
妬

47

四

一
二
九
六

43

権
中
納
言
を
辞
し
篭
居
 
 
 
 
 
 
（
五
・
十
五
）

'
和
歌
口
伝
（
嘉
承
）
こ
の
頃
な
る
か

32

26

47

48

五

＝
一
九
七

44

持
明
院
殿
当
座
歌
合
（
為
兼
判
）
花
園
天
皇
生
る
 
 
 
 
 
 
、

33

27

48

1

49

六

＝
一
九
八

45

為
兼
六
波
羅
に
捕
わ
る
 
 
 
 
 
 
 
（
正
・
七
）
佐
渡
配
流
（
三
・
十
六
）

後
伏
見
天
皇
践
柞
 
 
 
 
 
 
（
七
・
廿
二
）

34

28

49

2

50

正
 
安
 
 
元

一
二
九
九

46

実
兼
出
家
（
六
・
廿
四
）

肪
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50

3

51

二

＝
二
〇
〇

47

（
佐
渡
配
流
中
）
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5
1
 
 
一

4
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（90）



（統寺山大）条二後．9495花園（山院明持）

三
ノ

乾
 
元

 
 
元
・二

嘉
 
元

 
 
三

延
 
慶

 
 
元三

応
 
長

 
 
元

正
 
和

 
 
元

二
二
〇
一

，
一
三
〇
二

一
三
〇
三

＝
二
〇
五

コ
ニ
○
八

；
＝
○

コ
ニ
一

一
三
＝
一

48

（
佐
渡
配
流
中
）

49

志下為
子る掌
骨（に
土十新
位一後
（・
正廿集
・三撰

廿）進
四 の
） 院

宣

37

31

52 '

5

53

内
裏
当
座
歌
合
（
六
・
十
一
）

38

32

53

6

54

505255575859

閏
四
丁
佐
渡
よ
り
帰
洛洛

39

33

永
福
門
院
歌
合
（
正
・
四
）
亀
山
法
皇
崩
御
 
五
七
才
 
 
 
 
 
 
 
（
九
・
五
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園
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44
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545659
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555760

権
大
納
言
（
十
二
・
廿
八
）

延
慶
両
卿
訴
陳
状
（
為
世
・
為

兼
）
．
（
五
・
五
七
）

46

40

61

14

62

権
大
納
言
を
辞
す
 
 
 
 
 
 
伏
見
院
・
為
兼
に
玉
葉
和
歌
集

 
 
 
 
 
（
十
二
・
廿
一
）
 
下
命
（
十
・
三
）

47
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62
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63

48

42

63

16
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以
上
の
年
譜
で
明
ら
か
な
よ
う
に
伏
見
天
皇
の
も
と
に
あ
っ
て
は
そ
の
信
頼

は
厚
く
、
昇
進
は
極
め
て
迅
速
で
、
永
仁
元
年
に
は
四
十
才
で
伊
勢
神
宮
公
卿

勅
使
に
選
ば
れ
た
。
伏
見
天
皇
震
記
に
、

 
「
祈
請
之
旨
、
元
来
更
無
私
、
只
万
民
安
全
、
国
家
泰
平
馬
為
万
代
為
翼
果

 
益
也
、
古
跡
鎮
護
之
誓
、
」
何
有
所
誤
」
（
永
仁
元
年
七
月
十
日
置
条
）
」
と
あ

る
。
過
ぐ
る
文
永
、
弘
安
の
役
後
の
元
軍
半
商
の
再
燃
脅
威
も
あ
り
国
家
的
見

地
か
ら
神
助
を
乞
う
意
味
も
無
論
込
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
持
明
院
統
の
繁

・
栄
祈
願
も
そ
こ
に
は
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
宣
命
ば
か
り
で
な
く
和
歌
も
添

京
極
為
兼
の
人
間
像
 
-
鎌
倉
後
期
歌
壇
に
お
け
る
生
の
軌
跡
を
中
心
に
一

舟



え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

 
為
兼
は
廿
六
才
の
時
に
父
為
教
を
失
っ
た
。
為
教
は
兄
為
氏
と
不
和
で
あ

り
、
後
に
は
兄
を
誼
っ
て
憤
死
し
た
ほ
ど
で
あ
り
、
以
来
為
兼
は
嫡
流
（
二
条

家
）
に
対
し
て
は
宿
命
的
に
熾
烈
な
敵
面
心
を
抱
き
、
為
氏
、
為
世
な
ど
の
穏

健
で
は
あ
る
が
伝
統
的
歌
風
に
は
甚
だ
レ
く
不
満
で
あ
っ
た
。
為
兼
は
父
よ
り

も
更
に
激
情
的
性
格
を
有
し
、
二
条
家
に
対
レ
て
の
反
抗
精
神
は
そ
の
性
格
と

あ
い
ま
ち
、
和
歌
を
革
新
に
導
く
必
要
を
痛
感
し
、
二
条
派
の
和
歌
に
対
し
て

は
新
し
い
理
論
確
立
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
感
情
的
に
の
み
走
っ

、
て
も
そ
れ
は
平
行
線
を
た
ど
る
の
み
で
空
し
い
も
の
に
終
る
。
つ
ま
り
、
具
体

的
に
新
し
い
歌
と
な
る
べ
き
歌
論
を
樹
立
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
為
兼
和
歌
抄
」
一
巻
で
あ
り
、
伏
見
院
即
位
後
は
重
用

さ
れ
、
そ
の
歌
道
師
範
と
な
り
、
京
極
派
の
歌
風
は
や
が
て
玉
葉
集
を
世
に
問

い
、
層
後
の
風
雅
集
に
そ
の
系
譜
を
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
至

る
道
程
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

「
為
兼
卿
和
歌
抄
」
が
い
つ
頃
成
立
し
た
か
に
就
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

「
野
守
鏡
」
が
成
立
し
た
の
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
・
為
兼
四
二
才
）
で
あ

る
か
ら
そ
れ
よ
り
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
伏
見
天
皇
が
践
柞

さ
れ
た
の
は
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
．
天
皇
二
一
二
才
）
で
、
為
兼
の
壮
年
期
に

入
っ
た
淵
四
才
の
時
で
、
幽
お
そ
ら
く
こ
の
頃
の
成
立
と
思
わ
れ
る
。
二
条
為
氏

の
没
し
た
（
六
五
才
）
翌
年
に
あ
た
る
。
本
書
は
、
諸
神
諸
仏
の
こ
と
な
ど
か

ら
起
筆
し
、
歌
の
歴
史
に
も
及
ん
で
い
る
が
、
歌
の
本
質
論
と
し
て
心
の
詞
と

の
問
題
が
そ
の
中
心
を
な
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
「
花
に
て
も
見
に
て
も
夜
の
明
け
、
日
の
掌
る
る
け
し
き
に
て
も
、
う
事
に

 
（
「
そ
の
」
の
「
の
」
か
落
ち
て
「
そ
」
が
「
う
」
に
誤
っ
た
か
）

 
向
き
て
は
そ
の
事
に
な
り
か
へ
り
、
そ
の
ま
こ
と
を
あ
ら
は
し
、
其
あ
り
さ

 
ま
を
思
ひ
と
め
、
そ
れ
に
向
き
て
わ
が
心
の
は
た
ら
く
や
う
を
も
、
心
に
深

 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
（
マ
マ
）
 
（
ま
か
す
る
の
「
か
」
の
脱
か
）

9
く
あ
づ
け
て
、
心
に
詞
層
ま
す
る
に
、
有
レ
興
お
も
し
ろ
き
事
、
色
を
の
み

 
添
ふ
る
は
、
心
を
や
る
ば
か
り
な
る
は
、
人
の
い
ろ
ひ
、
あ
な
が
ち
に
憎
む

 
べ
き
に
も
あ
ら
ぬ
事
也
。
こ
と
葉
に
て
心
を
よ
ま
む
と
す
る
と
、
「
熟
め
ま
ま

 
に
詞
の
匂
ひ
ゆ
く
と
は
、
か
は
れ
る
所
あ
る
に
こ
そ
」
 
（
書
陵
部
本
）

 
こ
の
所
説
は
為
兼
歌
論
の
基
底
を
な
す
も
の
で
単
な
る
写
実
主
義
と
い
う
よ

り
も
さ
ら
に
対
象
に
踏
み
こ
ん
だ
象
徴
主
義
を
と
っ
た
作
歌
態
度
で
あ
っ
た
。

 
「
こ
と
葉
に
て
心
を
よ
ま
む
と
す
る
」
と
い
う
形
式
的
言
語
表
現
の
世
界
と
、
．

「
心
の
ま
ま
に
詞
の
匂
ひ
ゆ
く
」
と
い
う
伺
容
的
感
動
主
義
の
世
界
と
は
全
く

次
元
を
異
に
す
る
と
い
う
事
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
所
に
為
兼
歌
論
の
特
色

を
見
出
だ
す
こ
と
が
出
来
る
し
、
「
に
ほ
ひ
ゆ
く
」
と
言
っ
た
為
兼
の
発
想
の
中

に
は
言
語
が
感
動
の
ま
ま
に
う
つ
り
匂
う
象
徴
的
な
世
界
に
参
入
し
て
ゆ
く
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
こ
う
し
た
所
論
は
二
条
家
に
は
全
く
見
ら
れ

な
い
新
し
さ
で
も
あ
っ
た
。
為
兼
の
歌
論
は
彼
み
ず
か
ら
引
用
し
た
明
恵
上
人

（
承
安
就
く
一
一
七
三
V
1
寛
喜
誘
く
＝
三
三
V
六
〇
才
没
）
の
自
撰
家
集

「
遣
心
和
歌
集
序
」
の
h
す
く
は
心
の
す
く
な
り
。
い
ま
だ
必
ず
し
も
詞
に
よ

ら
じ
。
や
さ
し
き
は
心
や
さ
し
き
也
。
な
ん
ぞ
定
め
て
姿
に
し
も
あ
ら
む
」
に

負
う
所
が
多
い
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
渇
の
は
斎
藤
茂
吉
の
歌
論
「
短
歌
写
生

の
説
」
の
こ
と
で
あ
る
。
大
正
九
年
か
ら
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
発
表
し
つ
づ
け
た

歌
論
で
昭
和
四
年
に
一
本
に
ま
と
め
鉄
塔
書
院
か
ら
「
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
四
〇

篇
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
写
生
の
説
は
子
規
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、
茂

吉
は
さ
ら
に
彼
自
身
の
写
生
説
を
深
化
拡
大
し
、
そ
の
本
義
に
つ
い
て
は
「
実

相
に
観
入
し
て
自
然
・
自
己
一
元
の
生
を
写
す
。
こ
れ
が
短
歌
上
の
写
生
で
あ

る
。
こ
こ
の
実
相
は
、
・
西
洋
語
で
云
へ
ば
、
例
へ
ば
富
ω
幻
Φ
巴
Φ
ぐ
ら
み
に

（92）



取
れ
ば
い
い
。
現
実
の
相
な
ど
と
砕
い
て
云
っ
て
も
い
い
」
と
定
義
づ
け
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
「
生
」
・
に
つ
い
て
は
「
作
歌
の
覚
悟
は
極
く
短
く
て
す
む
。

実
相
に
観
入
し
て
お
の
つ
か
ら
歌
ひ
あ
ぐ
る
の
が
即
ち
歌
で
あ
る
。
こ
れ
を

「
写
生
」
と
謂
ふ
。
『
写
生
」
と
は
実
相
実
相
と
行
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

 
 
せ
い

其
の
生
を
写
す
こ
と
で
あ
る
。
生
は
イ
ノ
チ
の
義
で
あ
る
」
と
定
義
づ
け
た
。

象
徴
、
認
識
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
「
写
生
」
の
実
行
の
果
て
に
お
い
て
見

る
べ
き
で
、
始
め
か
ら
そ
う
し
た
世
界
を
狙
う
の
は
あ
ぶ
な
い
。
あ
ぶ
な
い
と

い
う
よ
り
不
謹
慎
だ
と
茂
吉
は
こ
れ
を
否
定
し
て
、
一
念
十
念
乃
至
百
念
、
つ

ね
に
「
写
生
」
を
念
ず
れ
ば
よ
い
と
い
う
作
歌
態
度
と
し
て
の
覚
悟
を
く
り
返

し
て
説
い
て
き
た
。
為
兼
の
「
そ
の
事
に
向
き
て
は
そ
の
事
に
な
り
か
へ
り
」

と
述
べ
た
の
は
、
茂
吉
流
に
い
え
ば
「
実
相
観
入
」
に
相
当
す
る
。
こ
の
意
味

か
ら
為
兼
は
二
条
派
の
果
た
し
得
な
か
っ
た
新
し
い
覚
悟
を
以
て
現
実
の
世
界

に
「
心
」
を
深
く
あ
ず
け
て
写
実
の
道
を
開
拓
し
、
「
玉
葉
集
」
を
完
成
し
た

の
で
あ
る
。
伏
見
院
の
信
任
を
厚
く
し
て
政
治
家
と
し
て
も
辣
腕
を
奮
っ
た
為

兼
に
対
し
て
は
逆
に
当
時
の
風
当
た
り
も
激
し
か
っ
た
。
ま
ず
歌
人
と
し
て
の

為
兼
を
批
難
し
た
の
に
「
野
守
鏡
」
が
あ
る
。
「
野
守
鏡
」
の
著
者
に
つ
い
て

は
従
来
六
条
有
房
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
す
で
に
こ
の
事
に
着
目
し
た
寺
崎
修
，

 
 
 
 
㈹

一
氏
の
「
野
守
鏡
考
-
特
に
仏
教
史
的
解
点
よ
り
一
」
で
は
旧
派
歌
風
を
持
ち

大
覚
寺
統
系
の
後
嵯
峨
帝
近
侍
の
少
納
言
平
輔
兼
入
道
（
横
川
の
真
槍
上
人
）

 
 
 
 
 
㈹

を
推
定
し
、
福
田
秀
一
氏
も
こ
の
説
を
肯
定
し
て
い
る
。

 
「
か
の
卿
は
御
門
の
御
め
ぐ
み
深
き
人
に
て
侍
る
な
る
に
、
こ
れ
を
そ
し
り

 
て
、
み
っ
し
ほ
の
か
ら
き
罪
に
申
し
し
づ
め
ら
れ
む
こ
と
も
、
よ
し
な
か
る

 
べ
き
わ
ざ
に
て
侍
れ
ば
…
」

 
と
書
き
、
為
兼
の
歌
風
に
つ
い
て
も
e
心
を
種
と
し
て
心
を
種
と
せ
ざ
る
事

京
極
為
兼
σ
人
間
豫
 
一
鎌
倉
後
期
歌
壇
に
お
け
る
生
の
軌
跡
を
中
心
に
一

口
心
を
す
な
ほ
に
し
て
心
を
す
な
ほ
に
せ
ざ
る
事
国
詞
を
離
れ
て
詞
を
離
れ
ざ

る
事
四
風
情
を
求
め
て
風
情
を
求
め
ざ
る
事
㈲
姿
を
な
ら
ひ
て
姿
を
な
ら
は
ぎ

る
心
因
古
風
を
う
つ
し
て
古
風
を
う
つ
さ
ざ
る
事
な
ど
以
上
六
か
条
を
歌
の
例

を
あ
げ
委
細
に
批
難
し
、
心
も
詞
も
風
情
も
俗
な
る
も
の
を
避
け
て
古
今
風
を

尊
重
す
．
べ
き
で
あ
る
の
に
、
為
兼
は
そ
れ
ら
を
学
ば
な
い
点
の
誤
り
を
指
摘
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
条
派
に
立
脚
し
た
著
者
の
歌
人
為
兼
評
で
あ
る

が
、
伏
見
天
皇
一
辺
倒
の
側
近
の
政
治
家
為
兼
に
つ
い
て
も
多
く
の
批
難
が
あ

り
、
幕
府
は
為
兼
の
解
任
を
奏
請
し
、
永
仁
四
年
五
月
十
五
日
、
為
兼
は
中
納

言
の
栄
職
を
辞
し
た
が
、
周
囲
の
彼
に
対
す
る
策
謀
は
な
お
続
き
、
同
六
年
正

月
七
日
に
は
六
波
羅
に
捕
わ
れ
、
三
月
十
六
日
に
は
佐
渡
配
流
と
い
ケ
話
し
い

現
実
が
待
っ
て
い
た
。
四
十
五
才
で
あ
っ
た
。
佐
渡
の
孤
島
に
お
い
て
は
「
為

兼
詳
記
」
に
よ
る
と
「
為
兼
卿
鹿
百
首
」
を
詠
み
春
日
神
社
に
奉
納
し
た
。
為

兼
遠
島
の
三
十
一
首
は
、

 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム

○
あ
ら
玉
の
春
の
こ
え
ぬ
と
あ
ふ
坂
の
関
さ
へ
か
け
て
か
す
む
木
の
し
た

 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
ふ
る
雪
に
昔
の
あ
と
を
た
つ
ね
て
や
若
菜
摘
む
ら
む
高
円
の
小
野

 
に
始
ま
る
三
十
一
，
首
で
あ
る
。
紙
幅
が
な
い
の
で
以
下
の
歌
は
省
略
す
る

が
、
こ
れ
を
初
句
の
始
め
の
一
音
を
横
に
よ
む
と
、

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

○
逢
ふ
こ
と
を
ま
た
い
っ
か
は
と
ゆ
ふ
だ
す
き
か
け
し
契
ひ
を
神
に
ま
か
せ
て

．
の
一
首
に
な
り
、
．
最
後
の
一
音
を
横
に
よ
む
と
、
」
 
 
 
 
 
＼

 
 
 
ム
 
ム
 
ム
 
ム

○
．
た
の
み
こ
し
賀
茂
の
認
み
つ
さ
て
も
か
く
た
え
な
ば
神
を
な
ほ
や
か
こ
た
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
つ
か
む
り

 
の
歌
に
な
る
。
こ
れ
は
「
沓
冠
」
と
い
う
折
句
の
一
種
で
あ
る
。
こ
の
二
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
ム

の
初
音
と
尾
音
を
見
る
と
、
以
下
「
あ
ふ
こ
と
噛
」
「
た
の
み
こ
し
」
と
続
く
．

一
連
三
十
一
首
を
構
成
す
る
。
こ
れ
は
都
へ
の
召
還
を
神
に
祈
念
し
た
心
境
を

複
雑
な
折
句
の
技
巧
を
用
い
北
作
者
の
歌
で
、
遊
戯
的
修
辞
法
で
は
あ
る
が
、
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さ
び
し
い
孤
島
で
の
為
細
動
の
特
色
を
表
わ
す
も
の
。
 
（
全
部
の
歌
に
つ
い
て

は
別
の
機
に
ゆ
ず
る
）

 
さ
て
、
こ
の
佐
渡
配
流
の
背
景
に
は
政
治
的
な
対
立
が
す
で
に
胚
胎
し
て
い

た
。
そ
れ
は
二
条
派
と
京
極
派
と
の
歌
風
の
相
違
と
い
う
歌
壇
内
の
問
題
の
み

に
と
ど
ま
ら
ず
、
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統
と
の
皇
位
迭
立
継
承
問
題
と
か
か
わ

り
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
に
起
因
す
る
。
伏
見
天
皇
の
長
期
政
権
を
ね
ら
う
為

兼
と
関
東
申
次
の
位
置
に
あ
っ
た
西
園
寺
実
兼
と
の
離
反
で
あ
っ
た
。
実
意
は

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
為
兼
の
主
家
筋
で
あ
た
る
の
で
あ
る
が
、
関
東
伸
次
と

い
う
地
位
は
幕
府
と
も
親
し
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
あ
り
、
京
極
歌
風

の
理
解
者
で
も
あ
っ
た
曽
池
は
持
明
院
の
た
め
に
尽
力
は
し
て
き
．
た
が
、
時
の

趨
勢
の
も
と
に
両
統
迭
立
と
い
う
幕
府
の
方
針
に
よ
り
実
兼
は
大
覚
寺
統
に
近

づ
き
、
為
兼
佐
渡
配
流
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
大
覚
寺
統
が
有
力

と
な
り
、
伏
見
天
皇
は
、
後
伏
見
天
皇
に
譲
っ
た
が
在
位
わ
ず
か
に
三
年
に
し

て
大
覚
寺
統
の
後
二
条
天
皇
が
永
仁
六
年
七
月
廿
二
日
に
践
柞
さ
れ
た
。
為
兼

と
実
事
と
の
対
立
に
よ
り
両
統
の
迭
立
は
決
定
的
な
大
き
な
政
治
変
改
を
も
た

ら
し
た
の
で
あ
る
。

 
配
流
が
許
さ
れ
て
為
兼
は
無
事
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
四
月
、
京
に
召
還

さ
れ
以
前
と
同
じ
よ
う
に
持
明
院
統
の
伏
見
院
に
出
仕
し
た
。
時
に
五
十
才
。

佐
渡
配
流
五
年
盟
は
孤
独
な
生
活
だ
っ
た
が
、
彼
が
帰
還
し
て
か
ら
は
再
び
京

極
派
に
は
久
び
さ
の
春
が
め
ぐ
っ
て
き
た
。
彼
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
伏

見
上
皇
の
院
の
御
所
で
は
同
年
閨
四
月
廿
九
月
に
「
仙
洞
五
十
番
歌
合
」
が
催

さ
れ
た
。
い
わ
ば
為
兼
帰
京
祝
賀
の
歌
合
で
京
極
派
の
歌
合
で
は
最
大
の
も
の

で
、
佐
渡
遠
島
の
生
活
に
お
い
て
体
験
し
た
歌
な
ど
も
あ
り
、
必
ず
し
も
歌
合

の
成
績
は
よ
く
な
か
っ
た
が
、
為
兼
の
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
樹
立
の
決
意
が
う

か
が
え
る
。
衆
議
判
で
は
あ
っ
た
が
後
日
、
為
兼
が
判
詞
を
記
し
て
い
る
。
こ

の
歌
合
に
は
な
お
為
兼
と
確
執
の
続
い
て
い
る
実
兼
も
出
席
し
た
。
そ
の
理
由

ぱ
、
斜
照
の
女
逗
子
が
伏
見
后
の
永
福
門
院
で
あ
る
関
係
上
、
私
情
は
と
も
か

く
と
し
て
伏
見
上
皇
の
御
所
で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
や
は
り
為
兼
の
帰

還
を
祝
う
こ
の
歌
合
に
は
顔
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
位
置
に
い
た
人
物
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
女
の
永
福
門
院
や
、
そ
の
女
房
た
ち
も
出
席
し
て

い
る
。
こ
の
年
十
二
且
十
九
日
に
は
二
条
為
世
に
よ
っ
て
「
新
後
歯
和
歌
集
」

（
大
覚
寺
統
後
宇
多
上
皇
院
宣
）
が
奏
覧
さ
れ
た
。
二
条
・
京
越
両
派
の
作
歌
態

度
の
相
違
は
後
に
為
兼
に
よ
り
撰
進
さ
れ
た
「
玉
葉
集
」
と
比
較
す
れ
ば
一
目

瞭
然
で
あ
る
。
十
年
後
に
玉
葉
集
が
撰
進
す
る
ま
で
為
兼
に
と
っ
て
は
二
条
家
，

の
伝
統
打
破
の
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
激
し
い
葛
藤
と
相
克
の
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
過
ぐ
る
弘
安
元
年
（
＝
一
七
八
）
為
氏
撰
の
「
続
拾
遺
集
」
を
め
ぐ
る

父
為
教
の
和
歌
所
訴
状
事
件
以
来
の
こ
と
で
、
・
二
条
派
偏
重
編
集
を
批
難
し
て

聖
教
は
憤
死
し
た
と
い
う
事
実
も
介
在
し
て
い
る
。
ま
だ
二
十
五
才
の
若
い
為

兼
に
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
激
情
型
の
彼
に
は
二
条
家
に
対
す
る
怨
恨

は
為
世
・
為
兼
の
対
立
ま
で
消
ゆ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
・
さ
て
、
延
慶
元
年

（
＝
二
〇
八
）
為
兼
五
十
五
才
の
時
、
後
二
条
天
皇
が
崩
じ
、
花
園
天
皇
が
即

位
さ
れ
て
か
ら
、
伏
見
上
皇
の
院
政
を
迎
え
、
為
兼
も
す
で
に
佐
渡
か
ら
帰
京

し
て
お
り
、
持
明
院
統
、
京
極
派
は
再
び
そ
の
勢
力
を
盛
り
返
し
た
。
先
に
述

べ
た
「
仙
洞
五
十
番
歌
合
」
を
始
め
、
「
為
兼
卿
家
歌
合
」
「
金
玉
歌
合
」
な

ど
年
代
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
 
「
永
福
門
院
歌
合
」
 
（
嘉
元
三
年
正
月
四
日

く
一
三
〇
五
V
は
為
兼
五
十
二
才
の
時
に
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
歌
壇
状
況
の

中
に
あ
っ
て
こ
れ
よ
り
先
に
伏
見
上
皇
は
、
，
か
つ
て
永
仁
元
年
（
＝
一
九
三
）

に
勅
撰
集
の
こ
と
を
思
い
立
ち
、
歌
道
専
門
家
の
二
条
為
世
・
京
極
為
兼
・
飛
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鳥
井
三
三
・
．
九
条
隆
博
ら
四
人
に
撰
集
方
針
を
諮
問
し
た
が
、
こ
の
時
に
も
為

兼
と
為
世
の
意
見
が
対
立
し
、
や
が
て
討
幕
計
画
の
廉
で
前
述
の
通
り
佐
渡
に

流
滴
。
勅
撰
の
沙
汰
も
消
滅
し
た
。

 
わ
が
世
に
は
集
め
ぬ
和
歌
の
浦
千
鳥
空
し
き
名
を
や
あ
と
に
残
さ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
増
鏡
・
新
後
憂
集
雑
秋
上
）

の
一
首
は
そ
の
時
の
伏
見
上
皇
の
無
念
さ
を
伝
え
て
い
る
。
や
が
て
治
世
も
移
，

り
、
為
兼
も
帰
還
し
て
く
る
と
二
条
派
の
危
惧
は
京
極
派
の
歌
壇
復
帰
と
い
う

事
で
、
伏
見
上
皇
の
勅
撰
計
画
の
あ
る
事
を
知
る
と
、
こ
こ
に
為
世
は
流
罪
に

な
っ
た
為
兼
は
勅
撰
集
撰
者
に
は
不
適
当
で
あ
る
旨
の
訴
状
を
朝
廷
、
幕
府
に

送
り
、
為
兼
は
ま
た
こ
れ
を
反
駁
し
た
陳
状
を
送
り
、
両
者
の
間
に
は
激
し
い

論
戦
が
展
開
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
延
慶
両
卿
訴
陳
状
」
（
延
慶
三
年
く
一

三
一
〇
V
）
で
あ
る
。
為
兼
五
十
七
才
、
為
世
六
十
一
才
の
時
、
歌
壇
史
上
で

は
珍
し
い
本
格
的
な
論
争
で
あ
り
、
二
条
為
世
は
御
子
娼
家
の
嫡
流
で
、
鎌
倉

将
軍
・
執
権
の
歌
道
師
範
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
為
兼
独
撰
の
勅
撰
集
実
現
は
困

難
な
状
況
に
あ
っ
た
が
、
結
果
は
為
兼
一
人
に
伏
見
院
の
院
宣
が
下
り
、
こ
こ
．

に
「
玉
葉
集
」
撰
集
の
出
発
の
機
が
来
た
。
こ
れ
に
は
伏
見
院
の
大
き
な
支
援
．

と
配
慮
と
が
あ
っ
た
。
先
の
「
仙
洞
五
十
番
歌
合
」
「
為
兼
卿
歌
合
」
「
金
玉

歌
合
」
 
「
永
福
門
院
歌
合
」
な
ど
は
す
べ
て
京
極
風
宣
揚
の
場
で
あ
っ
た
し
、

革
新
的
文
学
運
動
は
藍
鼠
貴
族
以
下
の
多
く
の
歌
人
達
に
支
持
を
得
た
。
永
仁

元
年
の
勅
撰
企
画
は
一
度
は
挫
折
し
た
が
、
十
八
年
の
後
に
伏
見
上
皇
は
複
雑

な
政
治
と
歌
壇
状
況
の
中
に
為
兼
を
得
て
持
明
院
統
の
面
目
を
十
分
発
揮
し
た

の
で
あ
る
。
 
「
延
慶
訟
訴
訴
陳
状
」
に
お
い
て
も
為
兼
は
堂
々
と
そ
の
鼻
薬
を

張
っ
て
見
事
な
勝
利
を
お
さ
め
得
た
。
官
位
も
正
二
位
権
大
納
言
に
昇
進
。
歌

人
と
し
て
も
成
す
べ
港
こ
と
は
果
た
し
得
て
彼
の
壮
年
期
は
終
る
。

京
極
為
兼
の
人
尚
像
 
一
鎌
倉
後
期
歌
壇
に
お
け
る
生
の
軌
跡
を
中
心
に
i

（
三
）
老
年
期

．
為
兼
の
老
年
期
は
、
正
和
二
年
（
＝
一
＝
三
）
六
十
才
以
降
元
弘
二
年
（
一
三

三
二
）
七
十
九
才
で
逝
去
す
る
ま
で
の
十
九
年
間
を
設
定
し
た
。
正
和
二
年
は

「
玉
葉
集
」
奏
覧
（
十
月
）
の
年
で
、
伏
見
院
も
為
兼
も
共
に
出
家
し
た
。
伏

見
院
に
し
て
み
れ
ば
多
年
の
宿
願
で
あ
っ
た
玉
葉
集
を
為
兼
と
共
に
果
た
し
、

こ
の
年
七
月
に
は
持
明
院
統
将
来
の
正
嫡
た
る
量
仁
親
王
（
後
伏
見
院
皇
子
）

の
ち
の
光
厳
天
皇
が
誕
生
し
た
。
伏
見
院
は
政
務
を
後
伏
見
院
に
ゆ
ず
り
、
何

ひ
と
つ
心
残
り
も
な
く
出
家
の
日
を
迎
え
た
の
で
あ
ち
。
時
に
四
十
九
才
。
為

兼
も
多
年
御
信
任
を
得
た
伏
見
院
に
殉
ず
る
思
い
で
同
日
、
六
十
才
で
出
家
し

た
。
し
か
し
為
兼
は
出
家
し
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
隠
棲
す
る
と
い
う
型
の
人

物
で
は
な
く
、
俗
界
を
象
る
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
花
園
天
皇
六
八
に
は

彼
の
人
間
像
を
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
錐
レ
無
二
才
学
一
直
臣
也
。
美
深
存
レ

忠
人
也
」
（
証
湘
鷹
．
）
．
「
奉
公
多
年
三
枚
之
間
、
愛
レ
君
之
志
尤
甚
」
 
（
玩
弘
一
義

乏
あ
る
の
は
彼
の
直
情
性
で
一
身
を
以
て
君
の
た
め
に
尽
す
。
一
方
激
情
性
を

持
ち
、
自
己
を
容
れ
な
い
人
に
は
闘
争
心
を
以
て
こ
れ
に
対
し
た
。
主
家
の
西

園
寺
等
身
と
の
間
に
於
て
さ
え
衝
突
す
る
。
 
「
近
年
鞘
口
旧
仁
心
寵
一
当
レ
彼
相

敵
、
互
切
歯
」
（
願
）
と
あ
り
、
実
兼
の
鳶
口
に
よ
り
正
和
四
年
（
＝
二
一
五
）
十

二
月
廿
八
日
、
六
十
二
才
の
老
い
に
入
り
武
家
の
た
め
六
波
羅
に
召
捕
ら
れ
、

翌
五
年
二
月
（
武
家
年
代
記
・
続
史
三
期
）
二
度
目
の
土
佐
配
流
の
悲
運
に
遭

っ
た
。
事
の
発
端
は
正
和
四
年
四
月
遅
三
日
に
為
兼
は
一
門
を
率
い
て
奈
良
の

春
日
大
社
に
詣
で
供
養
を
始
め
と
し
て
歌
合
、
蹴
鞠
、
延
年
童
舞
な
ど
華
々
し

く
廿
八
日
ま
で
催
さ
れ
た
。
関
白
傘
体
、
前
関
白
短
身
、
左
大
臣
道
平
以
下
六

十
二
人
の
顕
官
が
列
な
っ
た
と
い
う
。
為
兼
の
こ
の
驕
慢
に
し
て
、
豪
華
な
所

（95）



！

行
は
当
時
の
人
々
に
は
反
感
を
買
っ
た
ら
し
く
、
と
り
わ
け
為
兼
幼
少
の
頃
か

ら
仕
え
て
い
た
主
家
西
園
寺
実
兼
の
目
に
と
ま
り
反
感
を
買
っ
た
こ
と
が
為
兼

失
脚
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
春
日
大
社
詣
で
と
い
う
の
は

＝
体
何
の
た
め
で
あ
う
た
ろ
う
か
。
そ
れ
は
た
だ
単
に
京
極
家
萌
の
黒
雨
と
，

い
う
私
的
な
も
の
を
越
え
て
持
明
院
統
の
隆
盛
を
祈
願
し
た
政
治
的
行
動
と
堂

島
氏
は
見
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う
。
伏
見
院
に
密
着
し
て
い
た
為

兼
で
あ
り
、
大
き
く
は
持
明
院
統
の
政
治
的
言
動
と
世
の
人
々
も
見
て
い
た
に

ち
が
い
な
い
。
伏
見
院
も
不
利
な
立
場
に
追
い
込
ま
れ
、
後
伏
見
天
皇
の
輔
佐

役
に
い
た
実
兼
と
花
園
院
の
歌
才
を
信
じ
後
伏
見
天
皇
を
軽
視
し
て
い
た
為
兼

と
が
衝
突
し
た
こ
と
も
当
然
な
帰
結
で
あ
っ
た
。
伏
見
院
の
出
家
、
つ
い
で
文

保
元
年
に
は
五
十
三
才
で
崩
御
さ
れ
た
。
為
兼
は
土
佐
に
配
流
さ
れ
る
し
、
持

明
院
統
の
政
治
力
は
衰
運
の
一
途
を
た
ど
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
兼
好
は
徒
然

草
の
中
に
為
兼
が
六
波
羅
に
捕
え
ら
れ
て
ゆ
く
様
子
を
、

 
 
「
為
兼
大
納
言
入
道
召
し
捕
ら
れ
て
、
武
士
ど
も
う
ち
囲
み
て
、
六
波
羅
へ

 
み
て
行
き
け
れ
ば
、
資
朝
卿
、
一
条
わ
た
り
に
て
、
こ
れ
を
見
て
「
あ
な
う

 
ら
や
ま
し
。
世
に
あ
ら
む
思
ひ
出
、
か
く
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
』
と
そ
言
・

 
は
れ
け
る
」
 
（
第
一
五
三
段
）

と
述
べ
て
い
る
。
老
い
て
な
お
従
容
と
し
て
縛
に
つ
い
た
為
兼
を
羨
ま
し
く
見

て
い
た
ま
だ
三
十
五
才
の
若
い
日
野
資
朝
の
心
情
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
。
の

ち
に
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
討
幕
運
動
に
活
躍
し
佐
渡
へ
流
さ
れ
た
資
朝
。
奇
し

く
も
同
じ
運
命
に
遭
っ
た
為
兼
と
資
朝
に
対
し
て
は
大
覚
寺
統
後
二
・
条
天
皇
に

仕
え
た
四
十
二
才
の
兼
好
の
目
に
も
雄
々
し
い
姿
に
映
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

行
動
遠
位
兼
の
躍
如
た
る
一
面
で
あ
る
。

 
 
一
方
、
歌
壇
方
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
為
兼
が
六
波
羅
に
捕
わ
れ
た
正
和
四

年
八
月
に
は
「
歌
苑
連
署
事
書
」
が
執
筆
さ
れ
た
。
連
署
と
あ
る
如
く
喜
轟
音

 
 
 
 
 
 
ノ

師
以
下
寂
蓮
法
師
ま
で
十
人
の
法
師
ば
か
り
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
が
全
く

の
架
空
名
で
筆
者
は
不
明
。
二
条
・
京
極
両
派
の
紛
争
の
中
に
あ
っ
て
反
京
極

派
の
立
場
か
ら
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
玉
葉
集
成
立
以
，

後
の
両
派
の
対
立
は
更
に
激
化
し
、
そ
う
し
た
歌
壇
状
況
の
中
か
ら
玉
葉
集
非

難
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
内
容
は
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
為
兼

は
こ
う
し
た
書
を
横
面
で
見
な
が
ら
土
佐
に
流
さ
れ
て
い
っ
た
。
花
園
天
皇
転

記
に
は
彼
の
人
物
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
述
べ
て
い
る
所
が
多
い
が
中
で
も
、

 
「
資
性
多
二
猜
忌
一
、
以
二
不
レ
附
レ
己
一
、
偏
為
二
不
忠
一
、
9
於
二
藍
豪
之
家
一
跨
レ
、

悼
レ
之
、
偏
以
愛
レ
君
為
二
至
忠
一
、
二
二
御
民
之
大
体
こ
翁
磁
二
巴
と
あ
り
、
人

と
交
る
に
も
好
悪
の
猜
忌
が
あ
り
、
政
治
力
に
欠
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
二
度
の
流
配
の
悲
運
に
あ
っ
た
の
も
彼
の
性
情
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
特
に
そ
の
反
骨
直
情
性
は
政
治
家
と
し
て
は
失
策
も

出
て
く
る
し
、
や
が
て
そ
れ
は
失
脚
と
い
う
形
に
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。
土

佐
に
お
け
る
為
兼
の
動
静
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
く
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、

風
雅
集
義
九
旅
歌
の
中
に
道
志
法
師
の

 
海
山
の
思
ひ
遣
ら
れ
し
遙
け
さ
も
越
ゆ
れ
ば
易
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
・

の
一
首
が
あ
り
、
そ
の
詞
書
に
「
前
大
納
言
為
兼
安
上
国
に
侍
り
け
る
所
へ
尋
．

ね
ま
か
り
て
題
を
探
り
て
歌
よ
み
け
る
に
、
海
山
と
い
ふ
事
を
」
と
あ
り
、
一

時
は
優
免
さ
れ
て
安
芸
国
へ
移
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
花
園
天
皇
哀
記

に
は
「
近
年
卿
有
二
優
免
之
儀
一
、
移
二
和
泉
国
一
」
、
（
玩
必
『
）
と
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
和
泉
国
に
も
後
に
は
移
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
花
園
天
皇
寅
記
に
よ

る
と
後
伏
見
上
皇
に
為
兼
の
大
幅
な
優
々
を
乞
う
て
い
る
が
、
そ
れ
は
遂
に
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
元
弘
元
年
為
兼
逝
去
前
年
に
は
花
園
天
皇
は
為
兼
の
猶
子
俊
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言
の
子
為
基
に
近
年
御
詠
一
巻
を
持
参
さ
せ
て
天
皇
御
自
身
も
歌
の
判
を
乞
わ

れ
た
。
そ
の
批
評
も
為
兼
は
お
返
し
し
て
い
．
る
。
無
即
な
孤
島
の
生
活
に
い
た

為
兼
に
は
大
き
な
慰
み
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
京
と
土
佐
に
お

い
て
も
歌
の
通
い
路
は
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
花
園
天
皇
の
御

質
問
に
為
兼
は
「
仏
法
和
歌
更
不
レ
可
・
有
二
差
別
こ
（
舵
彌
ゴ
榔
誠
朋
け
四
日
）
と
お
答

え
申
し
あ
げ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
為
兼
の
最
晩
年
に
到
り
得
た
和
歌
仏
道
一
如

観
で
あ
っ
た
。
土
佐
配
流
十
六
年
間
。
和
泉
か
ら
さ
ら
に
河
内
国
に
移
り
、
京

に
帰
る
こ
と
な
く
元
弘
二
年
（
二
二
三
二
）
三
月
什
一
日
（
七
十
九
才
の
波
乱

万
丈
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
思
え
ば
彼
の
長
い
生
涯
は
持
明
院
統
の
も
と
に
あ
っ

て
、
京
極
派
の
新
し
い
自
然
発
見
と
現
実
尊
重
の
歌
を
切
り
開
き
、
「
心
の
ま

ま
に
詞
の
匂
ひ
ゆ
く
」
心
第
一
の
歌
論
樹
立
の
長
い
闘
い
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
の
稿
に
お
い
て
は
目
標
と
す
る
為
兼
の
人
間
像
の
追
求
で
あ
り
、
歌

と
歌
論
に
つ
い
て
は
必
要
な
こ
之
の
み
に
と
ど
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
他
日

稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
。
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